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令和４年第３回七戸町議会定例会 

会 議 録 

────────────────────────────────────── 

 令和４年８月１９日七戸町告示第８２号で、令和４年第３回七戸町議会定例会を９月

６日上北郡七戸町議会議事堂に招集する。 

────────────────────────────────────── 

令和４年 ９月 ６日 午前１０時０５分 開会 

令和４年 ９月１３日 午前１１時５８分 閉会 

────────────────────────────────────── 

○応召議員（１５名） 

 議 長 １６番  瀬 川 左 一 君        １番  中 野 正 章 君 

      ２番  山 本 泰 二 君        ３番  向中野 幸 八 君 

      ４番  二ツ森 英 樹 君        ５番  小 坂 義 貞 君 

      ６番  澤 田 公 勇 君        ７番  哘   清 悦 君 

      ８番  岡 村 茂 雄 君        ９番  附 田 俊 仁 君 

     １０番  佐々木 寿 夫 君       １１番  田 嶋 輝 雄 君 

     １２番  三 上 正 二 君       １３番  田 島 政 義 君 

     １４番  白 石   洋 君 

────────────────────────────────────── 

○不応召議員（１名） 

 副議長 １５番  盛 田 惠津子 君 

────────────────────────────────────── 

○町長提出案件 

 議案第６３号 七戸町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 

 議案第６４号 土地売買契約の締結について 

 議案第６５号 工事請負契約の締結について 

（荒熊内地区公共駐車場舗装新設工事） 

 議案第５５号 令和４年度七戸町一般会計補正予算（第５号） 

 議案第５６号 令和４年度七戸町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

 議案第５７号 令和４年度七戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

 議案第５８号 令和４年度七戸町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

 議案第５９号 令和４年度七戸町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 議案第６０号 令和４年度七戸町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

 議案第６１号 令和４年度七戸町水道事業会計補正予算（第３号） 

 決算審査特別委員会審査報告 

 議案第６２号 令和３年度七戸町各会計歳入歳出決算の認定について 
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 報告第２０号 令和３年度決算に基づく七戸町の健全化判断比率及び資金不足比率の

報告について 

 報告第２１号 令和３年度七戸町一般会計継続費精算報告書の報告について 

 報告第２２号 七戸町の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価（令

和３年度事務事業分）に関する報告について 

 諮問第 １号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

○議員提出案件 

 発議第 ２号 地方財政の充実・強化に関する意見書の提出について 

 議会改革特別委員会報告 

 議員派遣の件について 

───────────────────────────────────── 

○その他 

 会議録署名議員の指名について 

 会期の決定について 

 諸般の報告について 
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令和４年第３回七戸町議会定例会 

会議録（第１号） 

令和４年９月６日（火） 

 午前１０時０５分 開会 

────────────────────────────────────── 

○議事日程 

 日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 日程第２ 会期の決定について 

 日程第３ 諸般の報告について 

 日程第４ 提出議案一括上程 

「議案第６３号七戸町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例について」から「諮問第１号人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ

とについて」までの１１議案、３報告、１諮問を一括上程 

（町長提案理由説明） 

 日程第５ 決算審査特別委員会設置について 

────────────────────────────────────── 

○本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

────────────────────────────────────── 

○出席議員（１５名） 

 議 長 １６番  瀬 川 左 一 君        １番  中 野 正 章 君 

      ２番  山 本 泰 二 君        ３番  向中野 幸 八 君 

      ４番  二ツ森 英 樹 君        ５番  小 坂 義 貞 君 

      ６番  澤 田 公 勇 君        ７番  哘   清 悦 君 

      ８番  岡 村 茂 雄 君        ９番  附 田 俊 仁 君 

     １０番  佐々木 寿 夫 君       １１番  田 嶋 輝 雄 君 

     １２番  三 上 正 二 君       １３番  田 島 政 義 君 

     １４番  白 石   洋 君 

────────────────────────────────────── 

○欠席議員（１名） 

 副議長 １５番  盛 田 惠津子 君 

────────────────────────────────────── 

○説明のため会議に出席した者の職氏名 

 町     長  小 又   勉 君  副 町 長         高 坂 信 一 君 

 総 務 課 長  仁 和 圭 昭 君  支 所 長         氣 田 雅 之 君 

                     (兼庶務課長 )          
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 企画調整課長         金 見 勝 弘 君  財 政 課 長         附 田 敬 吾 君 

 税 務 課 長  西 野 勝 夫 君  町 民 課 長  髙 田 博 範 君 

 介護高齢課長         三 上 義 也 君  保健福祉課長         井 上   健 君 

 こどもみらい課長         佐々木 和 博 君  会 計 管 理 者         髙 田 美由紀 君 

                     (兼会計課長 )        

 農 林 課 長  原 子 保 幸 君  建 設 課 長  鳥谷部   勉 君 

 商工観光課長         附 田 良 亮 君  上下水道課長         町 屋 淳 一 君 

 教 育 長         附 田 道 大 君  学 務 課 長  鳥谷部 慎一郎 君 

 生 涯 学 習 課 長         田 中 健 一 君  世界遺産対策室長         相 馬 和 徳 君 

 （兼中央公民館長・南公民館長・中央図書館長）                   

 農業委員会会長         天 間 俊 一 君  農業委員会事務局長         田 村 教 男 君 

 代表監査委員         吉 川 正 純 君  監査委員事務局長         澤 山 晶 男 君 

 選挙管理委員会委員長         新 舘 文 夫 君  選挙管理委員会事務局長         仁 和 圭 昭 君 

────────────────────────────────────── 

○職務のため会議に出席した事務局職員 

 事 務 局 長  澤 山 晶 男 君  事 務 局 次 長         鳥谷部 伸 一 君 

────────────────────────────────────── 

○会議録署名議員 

     ７ 番  哘   清 悦 君       ８番  岡 村 茂 雄 君 

────────────────────────────────────── 

○会議を傍聴した者（４名） 

────────────────────────────────────── 

○会議の経過 
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開会 午前１０時０５分   

 

○開会宣告 

○議長（瀬川左一君） ただいまから、令和４年第３回七戸町議会定例会を開会いたし

ます。 

 ただいまの出席議員は１５名で、定足数に達しております。 

 したがいまして、令和４年第３回七戸町議会定例会は成立いたしました。 

────────────────────────────────────── 

○開議宣告 

○議長（瀬川左一君） これより、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程及び本定例会における説明員は、お手元に配付したとおりです。 

────────────────────────────────────── 

○日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（瀬川左一君） 日程第１ 会議録署名議員の指名についてを行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、７番哘清悦君と８番岡村茂雄

君を指名します。 

────────────────────────────────────── 

○日程第２ 会期の決定について 

○議長（瀬川左一君） 日程第２ 会期の決定についてを議題とします。 

 初めに、議会運営委員長から報告を求めます。 

 議会運営委員長。 

○議会運営委員長（白石 洋君） 皆さん、おはようございます。 

 それでは、議会運営委員会委員長報告を申し上げます。 

 去る８月１９日告示、本日招集されました令和４年第３回七戸町議会定例会の会期に

ついて、先般８月２５日午前１０時から議会運営委員会を開催し、審議した結果、お手

元に配付いたしましたとおり、本日９月６日から９月１３日までの８日間を会期とする

ことに決定をいたしました。 

 本日は、議案等の一括上程、決算審査特別委員会の設置及び同委員会の正副委員長の

互選を行います。あした７日は一般質問、８日及び１０日、１１日は議案調査及び閉庁

日のため休会といたします。９日及び１２日は決算審査特別委員会を行いますが、運営

方法について皆様のお手元に配付のとおり、議会運営委員会で取りまとめさせていただ

きましたので、御参考にしていただければと思います。最終日の１３日は、議案第６２

号を除き今回上程されております全議案について審議を行うこととしております。 

 以上のとおり、進行してまいりたいと思いますので、何とぞ議員各位の御理解と御協

力を賜り、当委員会の決定に御賛同くださいますようお願いを申し上げまして、委員長

報告といたします。 
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 終わります。 

○議長（瀬川左一君） お諮りします。 

 本定例会の会期は、ただいま議会運営委員長の報告のとおり、本日から９月１３日の

８日間としたいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（瀬川左一君） 御異議なしと認めます。 

 したがいまして、本定例会の会期は、本日から９月１３日までの８日間に決定いたし

ました。 

 議長において作成いたしました会期日程及び議事日程は、お手元に配付してありま

す。 

────────────────────────────────────── 

○日程第３ 諸般の報告について 

○議長（瀬川左一君） 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 議長の諸般の報告につきましては、お手元に配付しておりますので御了承願います。 

 次に、本日までに受理いたしました陳情等につきましては、別紙配付の陳情等文書表

のとおりです。 

 先般、このことについて議会運営委員会において審査した結果、陳情第４号、同第５

号及び同第６号は、資料配付としましたので御了承願います。 

────────────────────────────────────── 

○日程第４ 提出議案一括上程 

○議長（瀬川左一君） 日程第４ 提出議案の一括上程について。 

 議案第６３号七戸町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例についてか

ら諮問第１号人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてまでの１１議案、３

報告、１諮問を一括上程します。 

 初めに、町長から提出議案について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（小又 勉君） 皆様、おはようございます。 

 本日、ここに令和４年第３回七戸町議会定例会が開会されるに当たり、提出議案を御

説明する前に一般報告をさせていただきます。 

 初めに、３年ぶりの開催となった「しちのへ秋まつり」でありますが、お天気にも恵

まれ、２日間に短縮した日程ではありましたが、盛会裏に終えられました。 

 さて、８月上旬から中旬と、県内は停滞する前線の影響により全域で大雨となり、各

地で河川氾濫による冠水被害や土砂崩れが相次いだところです。当町においては、８月

３日に降水量が半日で約１２０ミリを観測し、一部地域に避難指示を発令いたしまし

た。幸い、人的被害はなかったものの、各地で床下浸水、土砂の流出、通行止め、農地

冠水等の被害が発生しました。町では一層の危機管理意識を強め、今後も町民の人命を
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第一に避難指示と安全確保に努めるとともに、災害対応については引き続き万全な対策

を講じてまいりたいと考えております。 

 なお、今回の大雨は、津軽地方を中心に記録的な大雨となり、津軽圏域１４市町村に

災害救助法が適用となる甚大な被害となりました。被災された方々に心よりお見舞い申

し上げ、一日も早い復旧と復興を祈念いたします。 

 ゼロカーボンシティ実現に向けた動きでありますが、８月４日に町と日産自動車関連

３者は「電気自動車を活用したカーボンニュートラル実現と災害に強いまちづくりに関

する包括連携協定」を締結しました。本協定は、町で災害による停電が発生した際、日

産販売会社から貸与される電気自動車を動力源とした災害時の電力供給体制の構築や、

環境教育の普及などの取組を連携し、強化していくものであります。今後ともカーボン

ニュートラル及び循環型社会の形成に向け、産・学・官一体となって脱炭素化の推進と

併せ、災害に強いまちづくりにも取り組んでまいります。 

 次に、一向に収束の見えない新型コロナウイルス感染症についてですが、第７波とし

て感染が拡大、医療機関が逼迫している状況にあります。先日より、公立七戸病院で

も、入院患者６名と看護師、合わせて１０名程度感染しており、これらは本来、受入れ

指定病院の十和田・三沢市の病院に送るはずでありましたが、いずれも満床のため、七

戸病院での入院となりました。これにより、救急外来の一部受入れの制限を行っており

ます。町では、直近１週間当たりの新規感染者数が累計１０１から２００人増加してい

ることから、３年ぶりの「しちのへ夏まつり」は、大変残念ではありましたが、やむな

く花火大会のみに、また、「しちのへ秋まつり」については、山車運行等の規模縮小を

図った開催となりました。さらに、今月中旬に予定していた「七戸町盛年式」は取りや

めしたところであります。 

 町では、引き続き新規感染者発生状況の把握に努めるとともに、より一層の感染防止

対策と併せて感染時の重症化を防ぐワクチン接種を実施していきたいと考えておりま

す。 

 それでは、本定例会に提出いたしました議案の概要について御説明申し上げます。 

 議案第６３号七戸町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

は、地方公務員の育児休業等に関する法律等の一部改正により、育児を行う職員の職業

生活と家庭生活の両立を一層容易にするため、同法等の改正内容に準じて所要の改正を

行う必要があるため提案するものです。 

 議案第６４号土地売買契約の締結については、旧天間舘中学校グラウンドの跡地の一

部用地について、現在、普通財産賃貸借契約を締結している社会福祉法人天寿園会と、

今般、土地売買契約を行うため、地方自治法及び町条例の規定により提案するもので

す。 

 議案第６５号工事請負契約の締結については、荒熊内地区公共駐車場舗装新設工事の

条件付一般競争入札を令和４年８月１８日に実施したところ、株式会社工藤組に落札と
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なったことから、地方自治法及び町条例の規定により提案するものです。 

 議案第５５号令和４年度七戸町一般会計補正予算（第５号）については、歳入歳出予

算の総額に１億８,１９０万１,０００円を追加し、予算の総額を１２３億６９５万４,０

００円とするものです。 

 歳入の主なものは、地方交付税に４億２３２万９,０００円、国庫支出金に８,４２８

万２,０００円、県支出金に５,９２２万２,０００円、繰越金に２,３３８万１,０００円

を追加し、繰入金から３億７,７８６万２,０００円、町債から１,６２６万７,０００円

を減額するものです。 

 歳出の主なものは、総務費に１億７,５１５万８,０００円、民生費に１,４６５万７,

０００円、土木費に７,５８０万２,０００円、教育費に２,１２５万１,０００円、災害

復旧費に１,５００万円を追加し、消防費から１億４,０６４万７,０００円を減額するも

のです。 

 今回の補正の主な内容は、新型コロナウイルス感染症対策の関連経費の増額、町道の

維持管理経費の増額及び電源立地地域対策交付金の交付決定に伴う中部上北広域事業組

合負担金の減額となっております。 

 議案第５６号令和４年度七戸町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について

は、歳入歳出予算の総額から４,４８８万７,０００円を減額し、予算の総額を１７億７,

１９３万１,０００円とするものです。 

 歳入の主なものは、国民健康保険税から５,０６９万２,０００円を減額し、歳出の主

なものは国民健康保険事業費納付金から５,４４５万６,０００円を減額するものです。 

 議案第５７号令和４年度七戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について

は、歳入歳出予算の総額に４７５万４,０００円を追加し、予算の総額を４億３,８６８

万円とするものです。 

 歳入の主なものは、繰越金に９６９万２,０００円を追加し、諸収入から４７１万４,

０００円を減額するものです。 

 歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金に１５８万５,０００円、諸支出金

に３３９万３,０００円を追加するものです。 

 議案第５８号令和４年度七戸町介護保険特別会計補正予算（第２号）については、歳

入歳出予算の総額に３,４４５万８,０００円を追加し、予算の総額を２７億７,８６０万

１,０００円とするものです。 

 歳入の主なものは、繰越金に３,４０９万８,０００円を追加し、歳出の主なものは、

基金積立金に１,１０７万７,０００円、諸支出金に２,３０２万円を追加するものです。 

 議案第５９号令和４年度七戸町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について

は、歳入歳出予算の総額に１,２１９万２,０００円を追加し、予算の総額を５億１,３５

０万１,０００円とするものです。 
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 歳入は、繰入金に７６１万５,０００円、繰越金に４５７万７,０００円を追加し、歳

出の主なものは、総務費に２０１万２,０００円、事業費に１,０１３万円を追加するも

のです。 

 また、継続費については、下水道施設改築更新業務を増額変更するものです。 

 議案第６０号令和４年度七戸町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）につい

ては、歳入歳出予算の総額に変更はありませんが、歳入において、繰越金に５６万８,０

００円を追加し、繰入金から５６万８,０００円を減額するものです。 

 議案第６１号令和４年度七戸町水道事業会計補正予算（第３号）については、収益的

収入及び支出について、収益的収入の営業収益に１６７万９,０００円、営業外収益に１

２１万５,０００円を追加し、水道事業収益の総額を３億６,２２９万８,０００円とし、

収益的支出の営業費用に３５１万４,０００円を追加し、水道事業費用の総額を３億１,

３５８万２,０００円とするものです。 

 また、資本的収入及び支出については、資本的収入の工事負担金から２０６万８,００

０円を減額し、資本的収入の総額を１億２,４７９万３,０００円とし、資本的支出の建

設改良費に１,４２５万６,０００円を追加し、資本的支出の総額を３億８,８６０万１,

０００円とするものです。 

 議案第６２号令和３年度七戸町各会計歳入歳出決算の認定については、令和３年度の

七戸町各会計歳入歳出決算について、地方自治法及び地方公営企業法の規定に基づき、

議会の認定に付するものです。 

 報告第２０号令和３年度決算に基づく七戸町の健全化判断比率及び資金不足比率の報

告については、令和３年度決算に基づく七戸町の健全化判断比率及び資金不足比率につ

いて、地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定により報告するものです。 

 報告第２１号令和３年度七戸町一般会計継続費精算報告書の報告については、継続費

を設定した農業振興地域整備計画変更業務及び（仮称）七戸町総合アリーナ変更設計業

務の終了に伴い、継続費の精算に関する報告をするものです。 

 報告第２２号七戸町の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価（令和

３年度事業分）に関する報告については、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の

規定により、七戸町の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について

報告するものです。 

 諮問第１号人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについては、令和４年１２月

３１日をもって任期満了となる人権擁護委員について、引き続き小原勇作氏を候補者と

して法務大臣に推薦したいので、人権擁護委員法の規定により議会の意見を求めるもの

です。 

 以上が、本定例会に提出いたしました議案でありますが、議員各位には慎重審議の

上、御賛同賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（瀬川左一君） 次に、教育長から報告を求めます。 



－ 10 － 

 教育長。 

○教育長（附田道大君） おはようございます。 

 議員の皆様には、日頃から教育行政に対して格別の御支援、御指導をいただき、心か

らお礼申し上げます。 

 それでは、９月議会定例会に上程いたしました報告第２２号七戸町の教育に関する事

務の管理及び執行の状況の点検及び評価（令和３年度事務事業分）に関する報告につい

て御説明申し上げます。 

 七戸町教育委員会では、効率的な教育行政の推進を図るため、学識経験者からなる

「七戸町教育評価審議会」を設置し、教育委員会部局、各課・室・館の令和３年度にお

ける主要事務事業を対象に点検・評価を行いました。 

 本報告については、点検・評価結果の報告を受けて、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律第２６条第１項の規定に基づき、報告するものです。 

 また、報告書については、七戸町ホームページに掲載し公表いたします。 

 点検・評価の結果を踏まえ、これからの施策に反映させ、教育施策を着実に推進して

まいりたいと考えておりますので、今後とも議員各位の御配慮を賜りますようお願い申

し上げまして、説明・報告とします。 

○議長（瀬川左一君） これをもって、提案理由の説明を終わります。 

────────────────────────────────────── 

○日程第５ 決算審査特別委員会設置について 

○議長（瀬川左一君） 日程第５ 決算審査特別委員会設置について、初めに、令和３

年度各会計歳入歳出決算の概要について、会計管理者より説明を求めます。 

 会計管理者。 

○会計管理者（髙田美由紀君） おはようございます。 

 ただいまから、令和３年度一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算の概要について御

説明いたします。 

 各会計に共通いたしますが、予算額及び決算額については、前年度からの繰越明許費

を含んだものとなっております。 

 それでは最初に、一般会計について説明いたします。 

 予算総額は１１９億９,０１２万６,４０４円であります。 

 歳入決算額は１１９億６８０万４,８２６円で、予算額に対する収入率は９９.３０

％、調定額に対する収入率は９７.８０％でございます。 

 一方、歳出決算額は１１４億６,５７３万６,５８８円で、予算額に対しての執行率は

９５.６３％、不用額１億７,５１６万８１６円を生じております。 

 このことから、一般会計決算の歳入歳出差引残額は４億４,１０６万８,２３８円で、

この残額から令和４年度への繰越明許費繰越額１億２,８８０万７,９２２円、事故繰越

繰越額２,８８７万８,５００円を控除した実質収支額は２億８,３３８万１,８１６円と
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なります。 

 この額から条例に基づき２億５,０００万円を基金へ繰入れし、残額の３,３３８万１,

８１６円が令和４年度への繰越金となります。 

 次に、国民健康保険特別会計について説明いたします。 

 予算総額は１８億２,４１３万２,０００円であります。 

 歳入決算額は１８億５,８６７万４,６３４円で、予算額に対する収入率は１０１.８９

％、調定額に対する収入率は９６.２２％でございます。 

 一方、歳出決算額は１８億８４万２,５０９円で、予算額に対しての執行率は９８.７

２％、不用額２,３２８万９,４９１円を生じております。 

 このことから、国民健康保険特別会計決算の歳入歳出差引残額は５,７８３万２,１２

５円となり、全額を基金へ繰入れするものであります。 

 次に、後期高齢者医療特別会計について説明いたします。 

 予算総額は４億３,９０６万５,０００円であります。 

 歳入決算額は４億４,３９１万７,７５３円で、予算額に対する収入率は１０１.１１

％、調定額に対する収入率は１００.４０％でございます。 

 一方、歳出決算額は４億３,４２２万３,９９３円で、予算額に対しての執行率は９８.

９０％、不用額４８４万１,００７円を生じております。 

 このことから、後期高齢者医療特別会計決算の歳入歳出差引残額は９６９万３,７６０

円となり、全額が令和４年度への繰越金となります。 

 次に、介護保険特別会計について説明いたします。 

 予算総額は２７億１,９９１万４,０００円であります。 

 歳入決算額は２７億１,９６２万７９６円で、予算額に対する収入率は９９.９９％、

調定額に対する収入率は９９.７５％でございます。 

 一方、歳出決算額は２６億４,４３２万１,０７８円で、予算額に対しての執行率は９

７.２２％、不用額７,５５９万２,９２２円を生じております。 

 このことから、介護保険特別会計決算の歳入歳出差引残額は７,５２９万９,７１８円

となり、この額から条例に基づき４,１２０万円を基金へ繰入れし、残額の３,４０９万

９,７１８円が令和４年度への繰越金となります。 

 次に、介護サービス事業特別会計について説明いたします。 

 予算総額は５０８万７,０００円であります。歳入決算額は５１３万１,６３６円で、

予算額に対する収入率は１００.８８％、調定額に対する収入率は１００％でございま

す。 

 一方、歳出決算額は４５８万２,０９３円で、予算額に対しての執行率は９０.０７

％、不用額５０万４,９０７円を生じております。 

 このことから、介護サービス事業特別会計決算の歳入歳出差引残額は５４万９,５４３

円となり、全額を基金へ繰入れするものであります。 
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 次に、七戸霊園事業特別会計について説明いたします。 

 予算総額は７５３万２,０００円であります。 

 歳入決算額は７５３万４,８５２円で、予算額に対する収入率は１００.０４％、調定

額に対する収入率は１００％でございます。 

 一方、歳出決算額は６７２万１,４２１円で、予算額に対しての執行率は８９.２４

％、不用額８１万５７９円を生じております。 

 このことから、七戸霊園事業特別会計決算の歳入歳出差引残額は８１万３,４３１円と

なり、全額を基金へ繰入れするものであります。 

 次に、公共下水道事業特別会計について説明いたします。 

 予算総額は４億２,３５４万２,０００円であります。 

 歳入決算額は４億２,６２６万７２３円で、予算額に対する収入率は１００.６４％、

調定額に対する収入率は９９.７４％でございます。 

 一方、歳出決算額は４億２,１５８万２,７５１円で、予算額に対しての執行率は９９.

５４％、不用額１９５万９,２４９円を生じております。 

 このことから、公共下水道事業特別会計決算の歳入歳出差引残額は４６７万７,９７２

円となり、全額が令和４年度への繰越金となります。 

 最後に、農業集落排水事業特別会計について説明いたします。 

 予算総額は６,７６９万４,０００円であります。 

 歳入決算額は６,７７５万３１４円で、予算額に対する収入率は１００.０８％、調定

額に対する収入率は９９.９５％でございます。 

 一方、歳出決算額は６,７０８万１,５０７円で、予算額に対しての執行率は９９.１０

％、不用額６１万２,４９３円を生じております。 

 このことから、農業集落排水事業特別会計決算の歳入歳出差引残額は６６万８,８０７

円となり、全額が令和４年度への繰越金となります。 

 以上のとおり、令和３年度一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算の概要説明を終わ

ります。 

 御審議の上、認定いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（瀬川左一君） 次に、令和３年度水道事業会計決算の概要について、上下水道

課長より説明を求めます。 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（町屋淳一君） おはようございます。 

 ただいまから、令和３年度七戸町水道事業会計決算の概要について御説明いたしま

す。 

 最初に、水道の普及状況でありますが、給水人口は１万４,６２２人で、前年度に比べ

３３８人減少となりました。 

 給水契約は７,５８０件で、前年度に比べ５件増加し、給水普及率は前年度と同様の９
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９.０％となっております。 

 次に、年間有収水量は１５４万５,２６２立方メートルで、前年度に比べ３万５,３４

３立方メートル減少しました。１日当たりの最大配水量は７,９５５立方メートルで、前

年度に比べ６１９立方メートル増加し、平均配水量は６,０１０立方メートルで、前年度

に比べ２６立方メートルの増加となっております。有収率は、前年度に比べ２.０ポイン

ト減少して７０.４％となりました。 

 次に、工事関係では、計量法の規定による検定満期に達した１,０４７か所のメーター

交換を行いました。 

 配水管は、ライフライン機能強化等事業国庫補助による布設替え及び道路改良工事関

連による整備で１０地区の約２,４８７メートルの布設替えを実施しております。 

 なお、これらの工事による管路の整備状況は、令和３年度末時点で総延長約２７８キ

ロメートルとなり、石綿セメント管の残り延長はそのうち約４３キロメートルとなって

おります。 

 次に、会計の状況につきまして、消費税抜きの数値で御説明いたします。 

 収益的収入及び支出では、収益的収入合計額は３億１,９０５万４,５８６円で、前年

度と比較し６７８万１,５３２円の減収となっており、給水収益では４６８万３,７８０

円の減収となりました。 

 主な収入といたしましては、給水収益が２億６,２６３万９,７３２円で、収入総額の

８２.３２％を占め、長期前受金戻入が４,８３８万３,００６円で、収入総額の約１５.

１６％を占めています。 

 次に、収益的支出合計額は２億７,２８７万８,４１６円で、前年度と比較し６１万８,

１７８円の減となりました。 

 主な支出といたしましては、企業債利息が１,９６７万２,９６０円、職員給与費等が

３,８８０万９,１３８円、水質検査及び検針業務、浄水場管理業務等の委託料が２,２６

０万３,３０１円、減価償却費が１億３,４９６万１,０６４円でございます。 

 また、８月１０日台風９号から変わった大雨被害による特別損失といたしまして、手

当等が１１９万１,１０１円、取水口土砂撤去及び断水復旧作業業務等の委託料が２１５

万６８２円、導水管路法面復旧及び配水管、漏水箇所等の修繕費が２８８万２,７００円

でございます。 

 これにより、令和３年度七戸町水道事業におきましては、収益的収入総額３億１,９０

５万４,５８６円、収益的支出総額２億７,２８７万８,４１６円となり、差引純利益が

４,６１７万６,１７０円となりました。 

 次に、資本的収入及び支出では、資本的収入合計額は１億３,７８１万６,７６８円、

支出合計額は２億７,０９４万２,７３８円であります。 

 収入では、ライフライン機能強化等国庫補助金が３,８８７万６,０００円、老朽管更

新事業に伴う企業債借入金が７,０００万円、他会計負担金及びその他負担金が２,８９
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４万７６８円であります。 

 支出では、企業債元金償還金が６,７７１万９,３５８円、検定満期に伴う水道メー

ター更新工事費等が２,８４２万６,７７０円、老朽管更新工事費等が１億６,９１４万

６,６１０円でございます。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、消費税込みで１億５,３３０万

３,１１２円であり、これを損益勘定留保資金から８,９２０万９,８２１円、減債積立金

から５,０００万円、消費税資本的収支調整額から１,４０９万３,２９１円で補塡してお

ります。 

 以上で、令和３年度七戸町水道事業決算の概要について説明を終わります。 

○議長（瀬川左一君） 次に、令和３年度七戸町各会計決算審査意見書並びに令和３年

度財政健全化及び経営健全化審査意見書について、監査委員より報告を求めます。 

 代表監査委員。 

○代表監査委員（吉川正純君） おはようございます。 

 地方自治法第２３３条第２項及び同法第２４１条第２項並びに地方公営企業法第３０

条第２項の規定により、審査に付された令和３年度の七戸町各会計の決算等について、

審査意見を御報告申し上げます。 

 お手元に配付しております、令和３年度七戸町歳入歳出決算書の２１ページをお開き

いただきたいと思います。 

 審査の対象は、令和３年度一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算、同事項別明細書

及び証書類並びに水道事業会計決算、同財務諸表及び証書類、各会計実質収支に関する

調書及び財産に関する調書の１１項目でございます。 

 審査は、令和４年７月２１日から７月２９日までの７日間、実施いたしました。 

 審査に当たりましては、町長から提出された決算関係書類と会計管理者及び水道事業

管理者が保管する関係諸帳簿、証書類との照合、関係責任者からの説明を聴取するな

ど、書類等が適切に作成されているのかを審査いたしました。 

 その結果、審査に付された各決算は、関係諸帳簿及び証書類と適合した結果、計数に

誤りがなく、法令規則に基づいて適切に処理されているものと認めました。 

 総括的な意見としては、より一層の効率的な行政効果を上げるよう次のように指摘し

ました。 

 ①近年は異常気象に伴う自然災害が激甚化している。過去の震災・風水害等を教訓と

し、災害に強いまちづくりに取り組んでいただきたい。 

 ②昨今の社会情勢は大きく変化をしており、行政マンとしての習慣や前例にとらわれ

ず、チャレンジ精神をもって改善・改革に取り組むことができるよう計画的な人材育成

に努力されたい。 

 ③自主財源である町税の確保は、自治体運営に必要不可欠である。納税の利便性向上

に資する取組を工夫されているが、引き続き収納率の維持に努力されたい。 
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 ④各種要望に対する補助金交付にあっては、「効果の見える化」や「他の事業等との

連携」を検討し、所管課で費用対効果の検証を適切に行われたい。 

 ⑤歳計現金及び各基金については、安全かつ有利に管理されているが、引き続き管理

には万全を期するよう努めつつ、より一層有効に活用できるよう工夫を図られたい。 

 ⑥町の課題解決と魅力を創出していくためには、地域と行政が協働のまちづくりを促

進することで、豊かで活力ある地域社会の実現を目指していただきたい。 

 以下、２２ページから３７ページまでの説明は省略させていただきますが、各会計の

前年度の比較及び詳細について、それぞれ資料を掲載しておりますので、後ほど御覧い

ただければと思います。 

 以上、令和３年度決算審査意見書についての御報告を終わります。 

 次に、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく財政健全化審査及び経営健

全化審査の結果について、御報告いたします。 

 お手元に配付しております報告第３３号令和３年度決算に基づく七戸町の健全化判断

比率及び資金不足比率の報告についての１ページ目と２ページ目を御覧いただきたいと

思います。 

 審査の対象は、令和３年度実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来

負担比率並びに資金不足比率の５項目及びその算定の基礎となる事項を記載した書類で

あります。 

 審査は、令和４年７月２７日に実施いたしました。 

 審査の概要ですが、町長から提出された健全化判断比率及び資金不足比率並びにその

算定の基礎となる事項を記載した書類が、適正に作成されているかどうかを主眼として

実施いたしました。 

 その結果、実質赤字比率、連結実質赤字比率及び資金不足比率は、収支がいずれも黒

字であること、また、実質公債費比率及び将来負担比率は、早期健全化基準をそれぞれ

下回っている内容となっております。現時点の数値は、健全な財政運営が反映されてお

ります。しかし、今後は、町及び一部事務組合での大型事業も、昨今の世界情勢による

各種経費高騰や物資不足の中、計画が実施される予定であり、歳入・歳出両面での係数

悪化が確実で、より効率的な財政運営が求められています。 

 なお、審査に付された書類については、いずれも適正に作成されているものと認めま

した。 

 以上、令和３年度財政健全化審査意見書及び令和３年度経営健全化審査意見書につい

ての御報告といたします。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（瀬川左一君） これをもって、決算の概要説明及び審査意見書の報告を終わり

ます。 

 本件については、９月１２日までを審査期限とする議長を除く全議員をもって構成す
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る決算審査特別委員会を設置し、審査付託したいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（瀬川左一君） 御異議なしと認めます。 

 したがいまして、本件については、９月１２日を審査期限とする議長を除く全議員を

もって構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託の上、審査をすることに決定

しました。 

────────────────────────────────────── 

○散会宣告 

○議長（瀬川左一君） 以上で、本日の日程は、全部終了しました。 

 なお、決算審査特別委員会を本定例会終了後、直ちに招集しますので、このまま御着

席願います。 

 なお、９月７日の本会議は、午前１０時に再開します。 

 本席から告知します。 

 ９月７日の一般質問の順序をお知らせします。１番目は１０番の佐々木寿夫君、２番

目は２番の山本泰二君、３番目は３番の向中野幸八君、４番目は７番の哘清悦君となり

ます。 

 本日は、これで散会します。お疲れさまでした。 

 散会 午前１１時００分   

 


